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（1）計画
　伊那食品工業株式会社最高顧問・塚越寛氏から「本
当の学びとは」をテーマにご講演いただき、学生の
今後の学習の糧とする。総合経営学科必修授業「地
域産業論」の枠で行うが、一般学生・市民の参加も
可として実施する。

（2）実施内容
　2021年7月19日（月）の3時限目、121教室にて伊那
食品工業㈱最高顧問・塚越寛氏から「本当の学びと
は」というテーマでお話を伺った。参加者は総合経
営学科「地域産業論」の履修生を中心に約120名と
なった。前半1時間は塚越氏による講演、後半30分
は参加学生の質疑応答の時間にあてた。

（3）成果
　塚越寛氏は『年輪経営』という比類なき経営哲学
で、一貫して「社員の幸せ」を追求し、大きな成果
を収めてきた経営者であり、日本を代表する企業経

営者からも「師匠」と呼ばれるほどの存在である。
こうした先人・偉人から直接、話を聞けたのは学生
にとって貴重な「財産」となった。参加者の多くを
占めた「地域産業論」の履修生にはレポートの作成・
提出を必須としたが、その内容をみても「他人のた
めに行動すること」、「幸せ」と「健康」の大切さ、そ
の「幸せ」を実現するためには「夢」をもち、少しず
つ広がっていく「末広がり」にすることの重要性、
また「How to do」（どうすべきか）ではなく、「How 
to be」（どうあるべきか）を考え、学ぶべきことの重
要性を認識したとの声が多く聞かれた。

（4）成果の公表（活動発表・論文執筆等）
　大学HPや本校機関紙『蒼穹』で紹介した他、当日
の模様は県内メディア（テレビや新聞等）で取り上げ
られた。また学生には前記したレポートの提出を課
し、そのコピーを講演者の塚越氏にも送付した。

．地域力創造委員会による活動

1．公開講座『本当の学びとは』
―伊那食品工業株式会社最高顧問　塚越　寛氏　講演会―

総合経営学部総合経営学科　兼村　智也
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